
大道頭取（右から３人目）から各受賞者へ、賞状などが贈られました

　当行は２月22日、ニュービジネス奨励金「しがぎん野の花
賞」の贈呈式を行いました。
　同賞は、当行創立70周年（2003年）を記念して創設した
もので、今回で11回目となります。当行主催の「サタデー起
業塾」受講者の中から、産学官（産産含む）連携によりニュー
ビジネスに取り組まれた事業者や企業を対象に、顕著な取
り組みに対して「しがぎん野の花賞」として10万円を贈呈
し、新事業や新商品、新サービスへの取り組みを奨励してい
こうとの思いを込めています。
　受賞の皆さんからは、「受賞はこれからの励みになります」
「今後も地元企業と新たなビジネスを共同開発していきた
い」との感想が述べられました。

　第１回目からの贈呈先は、累計78先、合計780万円とな
りました。

「第17回環境コミュニケーション大賞」でダブル受賞
―環境報告書部門 環境報告大賞、テレビ環境CM部門 優秀賞－

ニュービジネスへの取り組みを奨励
―「しがぎん野の花賞」を５社に贈呈－

　当行が2013年10月に発行した「CSRリポート2013 歩
みを、共に。」が、「第17回環境コミュニケーション大賞」（主
催：環境省、一般財団法人地球・人間環境フォーラム）の環
境報告書部門において最高位である「環境報告大賞（環境
大臣賞）」を、また、当行のテレビCM「ニゴロブナ・ワタカ放
流」篇（2013年７月から放映中）が、テレビ環境CM部門の
「優秀賞（地球・人間環境フォーラム理事長賞）」を受賞し、栄
えあるダブル受賞となりました。
　「環境コミュニケーション大賞」は優れた環境報告書等や
環境活動レポート、テレビ環境CMを表彰することにより、事
業者の環境コミュニケーションへの取り組みを促進し、環境
情報開示の質の向上を図るものです。
　当行では「お客さまと手を携えて持続可能な社会の実現
に取り組んでいきたい」との願いから、2001年より環境への
取組方針などを記載した報告書を作成しています。特に、今
回の「環境報告大賞」では、持続可能な社会の構築に重要な

環境投融資がいまだ発展途上な国内において、いち早く環
境配慮型金融商品の開発・提供に取り組んだこと、エコビジ
ネスマッチングフェアの開催等を通して社会の環境負荷低
減へ貢献・支援し、事業活動の各側面で環境配慮を取り込ん
だ社会貢献活動等を地道に継続していることなどが、簡潔か
つポイントを押さえて記載されていると高く評価されました。

平成25年度「しがぎん野の花賞」受賞先
受賞企業 テーマ

＊本件の交付金は景品表示法「クローズド懸賞」に該当し、その限度額を順守しています。

滋賀麻工業 株式会社
スターエンジニアリング 株式会社

ツジコー 株式会社

株式会社 ドリーム・ジーピー

株式会社 ミュー

連携先機関
株式会社 コクヨ工業滋賀
立命館大学

龍谷大学
大阪医科大学

東京医科歯科大学
NTT東日本伊豆病院

滋賀県産業支援プラザ
滋賀県東北部工業技術センター
株式会社 日本ジー・アイ・ティー

産業技術総合研究所
長浜バイオ大学

近江の麻とびわ湖のヨシを使った意匠ノートの共同開発
自己浮上式小水力発電装置に関する研究

植物由来の機能性成分生成に利用するストレス負荷型
装置のデータベース化の研究開発

世界最小最軽量３次元足型レーザー計測システム機器
の開発および足型データベースの構築
高い精度・安全性・生体適合性を有する消化管検査用小
型ロボットの開発

３月17日、表彰式が東京のホテルで開催され、牧原秀樹環境大臣政務官
から大道頭取に表彰状が贈られました

　日銀による「異次元の金融緩和」と「アベノミクス」の実施から

一年が経過しました。そして今月から消費税が増税されました。

まさに季節は「桜咲く」ですが、「消費の崖」も懸念され、消費は

「花冷え」の感を強めています。

　持続可能な経済社会の実現を目指し、政府の「日本再生戦略」が

打ち出され、成長戦略は“第三の矢”と位置づけられています。しか

し、景気回復の“けん引役”を期待された肝心の輸出が、生産拠点

の海外移転など産業構造の変化により円安にもかかわらず伸び悩

み、景気の持続的な回復、デフレ脱却も“黄信号”が点滅しています。

　このような状況下で日本経済を“回復軌道”に乗せるには、や

はり事業者の大多数を占める中小企業の「活性化」こそがカギと

なります。

　景気回復の“主役”としての中小企業の皆さんには、今こそ、

事業の“過去”や“成功体験”にこだわることなく、“今後”の方向

性を見出していただきたいと思います。景気の先行きには、ほの

かな明かりも兆す今こそ、中小企業にとっての“脱却”“成長”の

好機であります。

　当行も地域金融機関として起業、第二創業、事業転換等あら

ゆる場面で積極的に「リスクテイク」に努め、お取引先の成長支

援に取り組んでまいりたいと考えます。
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■本社／滋賀県東近江市布施町215-1
■設立／1980年
■代表／髙木 治三郎
■従業員数／38名
■事業内容／漬け物製造
■問い合わせ先／TEL：0748-24-0045
■URL／http://www.ouminousan.com/
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農事組合法人 近江農産組合

鮒寿司から発見された菌で作られた漬物「乳酸菌の恵み」
　滋賀県認証の「環境こだわり農作物※」や良質な地元野菜で健康漬
物を作る近江農産組合。合成着色料・合成保存料等を使用せず、「お
いしさ」に加えて「安心・安全」を追求した漬物を提供している。
　その中で滋賀ならではの漬物として話題を集めているのが「乳酸
菌の恵み」。郷土料理として有名な鮒寿司の米飯部分から取り出され
た「すし乳酸菌（SU-６）」を使った業界初の漬物だ。鮒寿司特有の臭い
はなく、浅漬けと同じように薄味に仕上げている。この漬物を共同研

究開発した大阪府立大学による実験で、「すし乳酸菌（SU-６）」にはア
レルギーやアトピーの抑制効果、消化管免疫機能の改善効果などが
実証されているのだ。
　新鮮な青首大根にゆずを加えあっさりと漬け込んだ「ゆず入り大
根」や、新鮮な黄芯系白菜に昆布を加え、素材の味を生かして漬け込
んだ「昆布入り白菜漬け」等の通年商品に加え、季節限定でなすや千
枚漬も製造している。

イチ押し！pick up

※環境と調和した農業で、減農薬など一定の基準を満たした作物を滋賀県が認証したもの
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